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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 36

自施設で身体拘束廃止委員会、虐待防止委員会で研
修を行っているが、座学、アンケート、グループワーク
が主である。双方の気持ちを理解できるような体験的
学びの場を持ち高齢者の権利擁護についての理解を
深める事が課題である。

自施設での身体拘束廃止委員会、虐待防止委員会
の研修において、双方の気持ちを理解できるような体
験的学びの研修を行い高齢者の権利擁護への理解
を深める。

身体拘束廃止委員会、虐待防止委員会の研修で座
学、アンケート、グループワークの他に、双方の気持
ちを理解できるような体験的学びの研修を年１回行
う。 １年

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


